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生徒数　27人

所在地　山都町菅尾1258

創　立　明治８（1875）年

　
２
月
26
日
、
菅
尾
小
学
校
閉
校
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
児
童
27
人
、
保
護

者
、
教
職
員
、
町
関
係
者
、
地
域
住
民
の
方
々

な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
閉
校
記
念
式
典
が
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
国
歌
斉
唱
の
後
、
学
校
長
式
辞
、

教
育
委
員
会
告
辞
、
町
長
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
そ
の
後
、
児
童
代
表
に
よ
り
、
校
旗

が
教
育
長
へ
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
校
庭
入
り
口
に
建
立
さ
れ
た
閉
校

記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で

は
、
立
田
道
雄
記
念
式
典
実
行
委
員
長
か
ら
の

建
立
に
関
す
る
経
過
説
明
の
後
、
児
童
や
関
係

者
の
手
に
よ
り
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
碑
の

建
立
に
は
、
米
山
出
身
の
加
藤
須
磨
子
さ
ん

（
旧
姓
興
梠
）
が
、
菅
尾
小
学
校
へ
贈
っ
た
寄

付
を
元
に
設
立
さ
れ
た
「
須
磨
子
基
金
」
の
一

部
が
使
わ
れ
て
お
り
、
碑
に
は
加
藤
さ
ん
の
名

前
も
刻
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
金
は
、
小
学
校

の
ス
キ
ー
教
室
な
ど
の
活
動
に
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
消
防
団
音
楽
隊
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
演
奏
。

　
５
・
６
年
生
に
よ
る
発
表
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ

〜
菅
尾
の
夕
日
１
３
６
〜
」
数
十
年
後
、
自

分
た
ち
の
同
窓
会
を
舞
台
に
し
た
物
語
。
長

年
農
作
業
を
指
導
し
て
き
た
甲
斐
光
明
さ
ん

と
の
思
い
出
も
。

　
参
加
者
全
員
で
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。

　
学
校
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
甲
斐
光
明
さ
ん
（
手
前
）
と
照
代
さ
ん
。

　
記
念
碑
の
除
幕
式
。
碑
に
は
、
菅
尾
小
学
校
へ
多
額
の
寄
付
を
し
た
加
藤
須
磨
子
さ
ん
（
旧
姓
興

梠
、
米
山
出
身
）
の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
在
籍
職
員
代
表
と
し
て
、
第
25
代
校
長
水
野
泰
典
さ
ん
が
菅
尾
小
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
と
地
域
の
代
表
、
菅
尾
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
最
後
の
闘
い

　
午
後
か
ら
は
、
お
別
れ
の
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
立
田
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

旧
在
籍
職
員
を
代
表
し
て
、
第
25
代
校
長
、
水

野
泰
典
さ
ん
が
「
菅
尾
小
で
は
５
年
間
在
任
し

ま
し
た
が
、
初
め
て
の
春
、
校
庭
の
桜
が
満
開

で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
育
っ
た
子
は
素
晴
ら
し
い
に
違
い

な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
そ
の
通
り
で
し
た
。
地

域
全
体
で
学
校
を
応
援
し
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
菅
尾
小
を
忘
れ
ま
せ

ん
。
」
と
菅
尾
小
で
の
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
、
学
校
に
農
園
を
貸
し
出
し
、
児
童

の
農
作
業
体
験
を
指
導
し
て
き
た
、
甲
斐
光
明

さ
ん
・
照
代
さ
ん
夫
妻
へ
、
学
校
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
岩
下
校
長
か
ら
の
感
謝

の
言
葉
に
、
児
童
と
の
思
い
出
が
蘇
っ
た
お
二

人
の
頬
を
涙
が
伝
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
菅
尾
小
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
在
校
生
に
よ
る
発
表
が
あ

り
、
保
護
者
・
地
域
の
代
表
と
し
て
、
お
な
じ

み
の
菅
尾
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
、
学
校
を
守
る
最
後

の
闘
い
を
会
場
内
で
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
平
成
９
年
か
ら
毎
年
、
菅
尾
小

フ
ェ
ス
タ
で
そ
の
演
奏
を
披
露
し
て
き
た
、
消

防
団
音
楽
隊
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
演
奏
会
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
菅
尾
小
学
校
は
、
１
３
６
年
の
歴
史
の
中

で
、
記
録
に
残
る
だ
け
で
も
２
６
２
０
人
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

【山都町立菅尾小学校】
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元菅尾の地に菅学校　創立

菅尾小学校と改称

今村分教場が設置

花上分教場が設置

菅尾尋常小学校と改称

今村分教場を廃止、現在の地に

新校舎建設

小学校教室及び講堂　増築

菅尾国民学校と改称

菅尾小学校と改称

蘇陽町立菅尾小学校と改称

完全給食実施

鼓笛隊編成

校旗・校歌　制定

創立90周年記念

体育館　完成

創立100周年記念式典・記念碑

建立

水泳プール完成

新校舎完成

県交通優良学校の表彰

全国花いっぱい運動優良校表彰

単式４，複式１の５学級に

郡教育論文　入選

単式２，複式２、特別支援１の

５学級に

県社協からボランティア協力校

に指定

町村合併により山都町立菅尾小

学校と改称

県赤十字功労表彰　受賞

校長住宅　解体

閉校・蘇陽南小学校開校
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菅尾小学校の沿革


